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図表32－10 拠出金算定対象者数  

厚ノト年金   国共済＋地共済  

ユ■則‡  年度        実績    再計算  ′仁     割合   実績    再計算  差     割合  
しじ    ②  心泌 （（土）②）／②   壬：）  宜  ①② ：（00②）／′②  

、和宣   ＝ノノ‘人  L∫l‘ん′人  ハ■ノノ人  ％   丁人  丁▲人  f・人  

′10．0  こi9．5  0．5  1」う   5，5R8  

拠．し什企算定  ′10．1  こう9．6  0．5  1」う   5，511   

対象音数合計  ∫11．8  ：i9．6  2．1  5．4   5，616  5，ノ190  125  2∴i  

: 18 ・40．6  39．6  1．0  2．5   5，371  5，395  △24  △0．′1  

: 15 30．∫1  29．8  0．6  2．0   4，171   

第2払魁＝金  30．6  29．9  0．7  2．3   4，125   

算定対象音数  ニう1．0  30．0  1．1  3．6   1，OR4  4，083  1  0．0  

：う1∴i  29．9  1．3  4．4   4，047  4，019  29  0．7   

9．6  9．7  J＼0，1  △1．0   1，418  

第3け拠日金  9．5  9．7  △0．2  △ L．9   1，こう86   

算定対象音数  10．7  9．7  1．1  11．0   1，532  1，407  125  8．9  

: 18 9」う  9．7  ∠ゝ0．3  △：う．2   1，323  1，こう76  △53  △：う．8   

L寧l甘済   地共済  

J則l   隼岐         実績    再計算  ズ三     割合   実績    再計算  差     割合  

ウ〕    畳）   〔1〕ツ世）：（〔巨彦）ノノ／②   ㊤    （釜  ①② ：（①川②）／′笠   

、n成   r・八  丁一人  「人  ／り   r人  千・人  f一人  り′  

1，502   4，086  

拠出金算定  号′186   ′1，026   

対象音数合  1  1，519  1，507  12  0．8   4，097  3，983  11こう  2．8  

: 18 l，455  1，494  △39  △2．6   3，916  3，900  15  0．1   

: 15 1，0〔；0   こう，110  

第2り・拠ftl金  1，05′1   こi，072   

算定対象音数  1，0′川  1，048  0  0．0   こう，0ニう5  3，035  0  0．0  

1，0小′1   1，0：う8  6  0．5   3，00∫4  2，981  23  0．8   

小ほ   976  

第3片拠出金  1こう2   95′l   

算定対象音数  ∠171  15（）  12  2．6   1，062  949  11こう  11．9  

: 18 ∠11l  ′15（i  △45  ∠ゝ9．9   912  920  △8  △0，8   

私ノ丁二jし済   同比年金  
J一則】  牛腰        尖絹   Ilf計算  if三     割合   実績    再計算  ノf三     割合  

甘    度  リノ霊（（亘二十虔〕）／′②   1〕    〔≧〕  〔喜〕②：（ユト②）′ノ′②   

十戒   「人  丁・ノ＼  「人   【′りJ人  l′】万人  
【r「ノノ人  ‘1 

∫4（）′1   11．8  11，7  0．2  L．ノ1  

拠廿．金算定  500   11．7  12．3  △0．6  △1．8   

対象打数合計  52こi  505  川  ニi．6   11．7  12，7  △1．0  ∠へ7．6  

: 18 516  50こう  1：う  2．6   11．0  1こi．5  △2．5   △18．H   

15  3（）：う  

こう9（）  第2章魁＝企   16  

算定対象首数  ▲106  ／10（）  7  1．6  

′′116  二i9H   用  4．5   

102  

101  第3片拠出金  

算定対象肴数  17  1177 105  12  11．1  

18  100  105  △5  △‘4．5   

注1国上が1二金〃）拠出金算定対象肴は、第1け被保険者（任意加入被保険者を含む）に係る分である  
注2 判友17年度から第3け被保険片ゾ）特例局＝け）措置が講じ「Jれた，  
rLこぅ「「長＝し済†地上辱凧ゾ）′夫絹に／ついては、隼東灘淵㍑l；会にて推．汁した）  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

エ 基礎年金拠出金  

各制度の基礎年金拠出金は、全制度共通の算定対象者1人当たりの単価と各制度  

の算定対象者の人数によって定められるので、基礎年金拠出金単価と基礎年金拠出   

金算定対象者数それぞれの蔀離状況によって、基礎年金拠出金の帝離状況も決まっ  

てくる（図表3－2－11）。  

図表3－2－11基礎年金拠出金（特別国庫負担分を除く）  

国共済＋地共済  国共済  

基礎年金 拠出金  厚生年金              実績（確定値）：再計算  差 ：割合  実績（確定値）：再計算  差  割合  実績（確定値）  再計算  差  割合   ①    ②  ①－②：（①②）／②  ①    ②  ①（∋  （①－②）／②  同  ②  G）②  （①－②）／②   

平成   兆r【J  兆円  兆円  ％  億円   億円   億円  ％  億「1］  億円   億円  ％   

15   10．7  10．6  0．0  0．4   14，914  4，009  

16   11．0  10．8  0．2  1．8   15，161  4，087  

17   11．5  11．1  0．4  3．7   15，49015，385  105   0．7    4，190 4，223  △32    △0．8   

18   12，0  11．3  0．7  6．1   15，87115，410  461   3，0    4，300 4，269  31    0．7   

私   た共済  国民年金  

基礎年金 拠出金  地共済             実績（確定値）：再計算  差 ：割合  実績（確定値）  再計第    差  割合  実績（確定値）  再計算  差  割合   ①    ②  （D一②：（①②）／（卦  ①  ②   ①－②  （①一②）／②  ＋  ②  ①－②  （（∋一②）／（卦   

平成   億円  億円   億「リ  ％  億円   億円   億円  ％  兆円   兆円  兆「丁］  ％   

15  10，905  1，319  3．2   3．1  0．0   0．4   

16  11，074  1，376  3．2   3．4  △0．1 △4．3   

17  11，300 11，162   138   1．2   1，443 1，414  28   2，0  3．2   3．5  △0．3 △9．1   

18  11，57111，141   430   3．9   1，524 1，436  88   6．1  3．2   3．9  △0．6    △16．0   

注「国共済＋地共済」の実績については、年金数理部会にて推計した。  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

（10）積立金   

平成18年度の積立金は、すべての制度で実績（実績推計）が将来見通しを上回っ  

た（図表3－2－12）。実績（実績推計）が将来見通しを上回った割合は、厚生年金（時  

価ベース）が7．8（％、国共済＋地共済が3．5％、私学共済が3．1％、国民年金（時価  

ベース）が9．9％となっている＝ 国共済、地共済別にみると、いずれも実績が将来見  

通しをL回っており、その割合は、国共済0．7％、地共済4．1％となっている。  

図表3－2－12 積立金  

隼度末  厚牛車令  国井済＋地北済  

‥1算   ′仁     割合   積立金        尖紙 喜餓】帆汁   実績  巾計第 差    割／ナ  
「11と〕 （こり老）ノて2．）   セ〕   け  心②：（ロトこ望））ノノ笠   

半成   兆＝   兆H  兆l】J  兆「lj  （）イ，  億「【j  倍Ⅰり  億‥j  tH，   

15  ∫′165，235  

［1こう5．鋸［171．6」   171」う  L：うJう」  ［1．9］  ［467，780］  

16  
465・061 

L1：う8．2」L171」il 167．5  ［3．8］ ［2」i］  ［」 ［1 ［  

17  蝋226姉川） 
1こ110」il［174．5］16こう．9（161．0）［（10．5）］ ［（6．4）」  ］ L（L（  

1日   468，4酬68，829）三吉諾 
t二139．射L17：う．6］160．8（161．1）［（12．5）］ ［（7．8）］  」 ［（［（   

隼度末  司甚済  地共済  
美織   ′，    割合   ′夫続  再計算   上策  柏立食  

ラミモ    割「ナ  
サ   は〔身 （口〕②）／②   こ〕：  （】〕昔 圭（〔！：位〕）′妻：   

十戒   帖「り  伯ト】」  億：r■j  ‘ ，  佑l】J  億lり  イ′ミ封J】  ‖′＝   

15  86，（）38  ：う78，297  

［R8，175」  ［379，605］  

87034  ∠＼ト42  △0．2  こう80，619  273：i  O．7  
R7・175   ：i77，886  

帆56′り  Lい89」  ［1．6］  ［386灘4］  「8，778］ ［2」i］  

17  
87，175（87・206） ≡冒≡ 378，051（こう78川 

L二」 
［（  ［（  ［  ［（3［（  

18  
87，…（87・508） 

3榊79（こ∋81，こう21）主  

［］ ［（∠1，  ［（  ［  ［（ L（   

札′7代済  
隼度末  ［軋尺隼企  

某紙  再．汁算   ′上     割合   碩、一／：金  実績…誓ヂ計こ  両算   ヌ真    幸り合  
〔モ〕  な1   〔り こ：2〕 （揖〔劣）′ノ′霊）  （工ニトこ却！（1： ニ妻：レ烹 

、ト用k   イ剖り  低Flj  伯1tJ  r－′′，   兆ll」  兆Fり  兆【」］  兆lリ  ーンり   

15  こうl，醐2  9．9  

［32，242］  L9．7］［11．7」   11．3  ［0．5］   ト1．0］  

16; 9．7  
こ‖，98日  

（］  山）  ［‥    ［9．7］Lll．7」 11．0  ［0．7］ ［6．71  

17  i…呂32，26川2－27こう） 1 9．2  
」 L（2， ［（    ［9．7］［12．0］10．8（10．8） ［（l．2）］L（11．0）」  

1＼  
‥う2，7f）ノ1（こう2，825） 

8．8  
［（  ［（    ［9，4］［11．7］10．6（10．6） ［（1．1）］［（9．9）］   

注1け生年令、国艮隼金の美凝潮計については、川．語鮒硯「厚／ト．年金の尖綿推．汁」（7）項を参照のこと  

注2［］内は、時価ベースで あるなお、≠成ほ～用年渡や仲井や金・国民イ手余の某紙の［］の値は、廿牛企福祉雄業［動小らの承継資産に係  
る損益を含めて、年金積立金管理運川独立＝政法人（17隼度以前はl［叫二企資金運J†り左金）における市場運Jlj分の越川実績を畔価  
／く∵Jスで評価した車）リ）である，／郎粧資正に係る損益うけ）厚生年凍・国艮隼金ノ、＼の接分は、厚彗三勺二金・国1e隼金〝）積、」／二余のノ己本平均残正  

の比率に上り接分することに上り子ト）ているり  

け3相計算の平成打年磯≠降げ）（）内の数佃は、娃礎く†企拠出金に係る同座卜公劇痛軒甘頼について、、n茂1硝一改正後サり」二げ分を反映  
した加L値でか上年金数，哩部会にて推計した＝  

注4 「国典済十地兵済悍）実績に／っいては、年金数理郎∴にて推計した  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

（11）帝離の要因   

財政収支の実績と将来見通しの帝離について、各制度が年金数理部会に報告した要  

因を次にまとめておく（図表3－2－13）。各制度とも運用利回りの実績が高かったこと  

を乗離の要因に掲げている。  

図表3－2－13 財政収支 【平成18年度－  

収  入  支  出  
区分  収支残  年度末 立金  

保険料収入  農礎イト金 交付金  運用収益  その他   計   給付費  基礎年金 拠出金  その他   積  

兆トリ   兆l1」   兆円   ブ巳H   一し巨   兆－1」   
兆Il］   兆トl］   兆「」   兆H   兆H  

実績推計  21．9  L5．2］   4．9  ［32．0］   21．2   11．9   0．1   33．2  ［△1．2］  ［173．6］  

見通し   21．6  3．5   4．6  29．8   21．4   11．3   0．2   32．9  △3．】  160．8  

実綿′／見通し％   1．1  47．8   5．5   7．4   △1．1   5．4  △35．4   0．9  △61．2   8．0   
厚  生  ・被保険音数の  ・γ．＝j革用利川  ・拠出金簡定対  

増加  りのl二封  令に係る【軋轢  銀賞′敬の増力L】  

年  （見通」より  （刃」適し上り  （鼠通し⊥り  

トナー、2．封ヅ  2Ⅶ．程度1偶力‖）  

→こう．10rケご．）   

金  差が生じた  
主な要因  

以降の異相が  
比通しより  

4％、程度低卜）  

倍ド   億円   億円   借円   億H   億円   億円   億円   憶ll   億Pl   億円  
実績  10，33こう  1，552   2，607  7，029  21，521  16，686   4，210   67  20，963   558  88，137  

国 共                                                   見通し   10，464  1，457   1，970  7，134  21，326  16，787   4，269   29  21，085   241  87，416   

議  尖績／兄通L％   △1．3   6．5   32．3  ∧5．4   0．9   △0．6   △1．4  129．5  △0．6  0．8  

差が／Lじた   ・簡命：l汁率  ・運用利し・り  ・財政調解 拠＝金 

主な要凶  収入  

億円   億円   億円   億H   億円   億円   億rl   億円   億円   億rっ   億Pj  

実績  30，312  3，342   15，645  15，338  64，638  43，149  11，159  1，34l  55，649  8，988  397，071  

地 共                                                   見通し   32，297  3，299   8，646  15，721  59，962  44，227  11，141  1，566  56，934  3，028  381，079   

済  実績／見通し％  △6．1   l．3   81．0  △2．4   7．8   △2．4   0．2  △14．4  △2．3  196．8   4．2  

差が／Lじた  主な要因   ・運川利Ir】」り  

億円   億円   億「1j   イ意円   億円   億円   億11   億円   億円   億円   億円  
実績  2，992   157   1，250   565  4，964   2，375   1，485   

私  
96  3，956  1，0（）8  33，834   

学  見通し   3，000   179   740   524  4，443   2，415   1，436   61  3，912   5：弓1  32，794   

共   実績／見通し％  △0∴i  △12，4   69．0   7．9   11．7   △1，7   3．4   58．0   1．1   89．8   3．2  
済                            差が生じた  

l三な要因  
・i勘什利い1り  

兆H   兆H   兆lリ   兆lリ   プEト」」   兆H   ヨEトリ   兆   兆   兆IT   兆H  

実績推計  1．9  ［0．3］   l．8  ［4，0］   0．1   4．l   0．1   4．3  ［△0．：り  ［11．7］  

見通し   2．2  0．2   1．9   4．3   0．1   4．4   0．1   4．5  △0．2   10．6  

同  △15．4  25．2   △3．0  △7．9   13．8   △6．2   44．4  △4．9  57．∫1   10．8  

民  
・納付率〝川モト  ■1酎f］利【‖】りの  ・確定伯は：17兆円  

（兄j血しより低卜  卜㌢J  企に係る国庫湖  ・納付やの偵卜  
隼  75．7％→66．こl％）  （見通しより上井  〔見通し′上り低卜  

・被保険ポ‘数の  2．1H％・こ1．（）7％）   75．7％→G6．：う％）  

金  ・被保険者数の  
減少  

トな要凶  （見通しより減少  

→2】40ノノ人）  21只＝／ノ人  

→21′10ノノ人）  

り
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注［］内は、時価ベースである。  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

3 財政指標の実績と将来見通しの比較   

（1）年金扶養比率  

平成18年度の年金扶養比率は、厚生年金、国共済＋地共済及び私学共済は実績が   

将来見通しを上回り、国民年金は下回っている（図表331、3－3－2）。国共済、地共   

済別にみると、いずれも実績が将来見通しを上回っている。  

厚生年金、国共済＋地共済及び私学共済で実績が将来見通しを上回ったのは、厚生   

年金は、分母の老齢・退年相当受給者数が将来見通しを上回った割合よりも、分了一の   

被保険者数が上回った割合の力▲が大きかったため、国共済＋地共済は、分子の被保険   

者数が将来見通しを下Lし」った割合よりも、分母の老齢・退年相当受給者数が下回った   

割合の方が大きかったため、私学共済は、分子の被保険者数が将来見通しを上回り、   

さらに分母の老齢・退年相当受給者数が卜回ったためである（図表3－3－3）。  

図表3－3－1年金扶養比率  

厚／L年余   い二l共済十他共済  国共済  地共済  私′、了：共済  国民年金  
隼度末  

実績  再計算  実績  再計算  美績   再計筒  実績  再計算  実績  再計算  実績  軋汁算   

ヤ成  

15  3．19   こう．28   2．05  1．81  2．15  6．16  ニう．07  ：う．1   

16  ：う＿川  ：う．】5   l．‡）H  1．77  2．06  6．15  2．97   3．0   

17  3．04   ニう．04   1．92  1．92   1．75  1．7∫4   1．99  1．99   5．86   5．70   2．88   2．9   

18  3．01  2．（）2   l．HH  l．H6   1．7：う  1．70   l．91  1．93   5．6／1  5．10   2．78   2．8   

19   2．7‡）  1．7日  1．65  1．84  5．09  2．7   

20   2．（う6  1．70  1．59  1．7∠l  4．72  2．6   

21   2．53  1．62  1．55  1．6′1  1∴1（）  2．5   

往1 財政再計算との比較のため、実績巨t受給首ベースで算廿している）  

注2 い、］民勺i金については、う）7▲を第1～こi弓▲被保険打数、分出を老齢肱礎年金彗′受給音数として算川した‖  
汗ニi 「L軋軋妬＋地共済」げ）実糸勘ニ／）いては、隼命数理部会にて推．汁した〔 

図表332 年金扶養比率  

打、′、」圧済  
、－‾‾、‾－－、－－、二二   

≡ ・J′11ト予  

＝：＝＝ニ＝＝二 「＝こ＝＝＝ここ＝＝＝＝㌻「＝三 

≠≠≠ 
、、 

将来見通L  

15  1日  17  用  19  20  21年度  

注 太線は実績、細線は再計算の値である 
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

図表3－3－3 年金扶養比率  

厚生年金   し司共済＋地共済   国共済  
差   割合  実績 ≡ 再計算  ノ仁   割合  

項「1  年度末          実績 ≡ 再計算   差   割合  実績 ≡ 再計算                  ① ： ②   せ）②；（（カ②）／②  〔D   ②   任）②；（①②）／②  （D   ②   ①一② ≡（①－②）／②   
平成   ％   ％   ％  

年金扶養比率             3．19  3．28  △0．09  △2．7  2．05   l．8l   

（受給者ベース）    3．10 ：i．15  △0．05  △1．6  1，98   1．77   

3．04   3．04    0．01  0．3  l．92  1．92   0．01  0」う  1．75  1．7′1  0．01  0．6  
（X／Y）  

18  3．01  2．92    0．09  3．1  1．88  1．86   0．O1  0．8  l．7：ミ  1．70   0．02  1．4   

、自戒   fりJ人 打力人   什力▲人  ％  千人   千人   千人  ％  千人   千人   千人  ％  
32，1 ：i2．2   △0．1  △0．3  4，242   1，091  

被保険者‘数                                                        32．5  32．3  0．2  0．7  4，197   1，086   

（X）    33，0  ：i2．3  0．7  2．3  4，151 4，165  △14  △0．3  1，082 1，073  9  0．9  

33．8   32．2  1．5  4．8  4，112  4，114  △2  △0．1  1，076 1，060  16  1．5   

百力一人 1上りノ人  l「りノ人  ％  丁▲人   丁一人   「人  一宮，  一人   丁・人   千人  ％  

老齢・退隼  10．1   9．8  0．2  2．5  2，071   604   

相当受給者数    10．5  10．3  0．2  2．3  2，121   613   

10．9  10．6  0．2  2．0  2，158  2，171 △13  △0．6  618   616  2  0．3  
（Y）  

i 18 11．2  11．1  0．2  1．6  2，190 2，207  △18  △0．8  624   623  1  0．1   

地共済   私学共済   国民年金  
：割合  

項口  咋度末          実績 享 再計算   差   割合  実績 ≡ 再計算  差 ≡ 割合  実績 ≧ 再計算  ノミモ     （D ： ②  （D－（∋：（①②）／②  庄）   ②  （カ②：（心②）／②  （力   ②   ①② ≡（（D（∋）／②   

平成   ％   ％   ％  
2．15   隼金扶養比率  6．46   3．07   3．1 △0．04  △1．2   

（受給者ベース）    2．06   6．15   2．97   3．0 △0．03  △0．9   

（X／Y）  
1．99  1．99    0．00  0．2  5．86   5．70   0．16  2．9  2．88   2．9 △0．02  △0．6  

1818 1．94  1．93    0．01  0．6  5，64   5．40   0．2′1  4，4  2．78   2．8 △0．01 △0．4   

平成   千人  千人  千人  ％  千人   千人   千人  ％  打力人  口‾ノノ人  アりノ人  ％，  

3，151   13′1   69．7   69．7    0．0  0．0  
被保険者数                                                              3，111   442   69．7   69．5    0．2  0．3   

（Ⅹ）    3，069 ：う，092  △23 △0．7  448   442  6   1．3  69．9   69．4    0．4  0．6  

3，035 3，051  △18 △0．6  458   442  15   3．5  69．8   69．3   0．5  0．7   

「人   丁｛人  一人  （舛，  r▲人   r一人   「人  一宮，  打力▲人  白▲力‾人 〔1▲力■人  ％  
1，467   

老齢・退隼  
67   22．7   22．5    0」う  1．3   

相当受給者数    1，508   72   23．5   23．2    0．3  1．2   

1，540 1，555  △15 △1．0   76  78   △1 △1．5  24．2   23．9   0．3  1．3  
（Y）  

18  1，566 1，584  △19 △1．2   81  82   △1 △0．9  25．1  24．8    0．3  1．1   

柱1受給者ベースの年金扶養比率である。  

注2 国民年金については、分子を第1～甘片被保険者数、分母を老齢基礎年金等受給者数として算川した（，  

注3「国共済卜地共済」の実績については、年令数理部会にて推計した。  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

（2）総合費用率、独自給付費用率  

（総合真用率）   

平成18年度の総合費用率は、厚生年金は実績（実績推計）が将来見通しを下し珂り、  

同共済十地共済及び私学共済は上回った（図表3－34、335）。国共済、地共済別に  

みると、いずれも実績が将来見通しを卜回っている。厚生年金は、平成15～17年度  

は実績（実績推計）が将来見通しを上回っていたが、平成18年度はF回っている。  

国共済＋地共済及び私′羊共済は17年度以降いずれも実績が将来見通しを上回ってい  

る。総合費用率の差を平成18隼度についてみると、厚生年金は0．1ポイント実績（実  

績推計）が将来見通しを下回り、匡I共済＋地共済は0．6ポイント、私学共済は0．3ポ  

イント、それぞれ卜回／）ている（図表3－3－6）。   

厚生年金の実績（実績推計）が将来見通しを下巨二ilる結′果となったのは、分イーの「実  

質的な文山同庫・公経済負担」が将来見通しを上回った割合よりも、分母の標準報  

酬総額が将来見通しを卜回った割合の方が大きかったためである。一方、国共済＋地  

共済及び私学共済がH司ったのは、国共済＋地共済は分子の「実質的な支出【国庫・  

公経済負担」が将来見通しを下回った割合よりも、分母の標準報酬総額が将来見通し  

をF回った割合の方が大きかったため、私学共済は分母の標準報酬月額が将来見通し  

を下回り、さらに分子の「実質的な支出一国庫・公経済負担」が将来見通しを上回っ  

たためである（図表3－ニうー6）。）  

図表3－34 総合費用率  

厚′巨隼金  ‥ミ供済＋地共済  国共済  他共済  ／私学井済  

隼ノ度  ‘  実績  
美綺  朽二．トてて・ 美絹   †】f計算  実績   Iり二計て亨   実績   再証印   実績  再計算   

推計   

骨jk   一三イ） （）イ，  （シ（，    ーさイ）  （ り，  ％  ％  一宮，   l舛，  （宮，   

15  17．3  川．1   17．H  15．1  17∴1  卜l．′1  11∴う   

16  17．8 1ト；，（）   1軋2  15．H  17」  15．1  1l．5   

17  17．8 18．7 1日．5（1軋1）    16∴11（i．」（16．1）   1（う．7 16．5（1fう．5）   1（う．2 1（う．1（16．0）   11．8 11．6（1l．fう）   

lH  17．日  用．（；1H．H（1日．7）    17．（）lfう∴う（1fう．ノ′1）   17．6 17．1（17．0）   川．H l（う∴う（1（う．2）   12．0 11．R（11．7）   

1リ   1り．0（1H．H）  16．1（16．7）  17．5（17ノ1）  16．6（1（）．5）  12．0（11．9）   

20   19．こi（川．1）  17∴i（17．2）  1軋0（17，9）  17．1（17．0）  12∴i（12．2）   

2l   1H，H  】7．6  18．1  17．′1  12，0   

汗1 厚／巨隼企ノ）′嵐絡推計に∴いて圧、川語解説「ルニノり半金折り詔在推計1〃）項を参照のこと 

汗21り‘計算ゾ）、巨成17牛凰川和／）（ 汗申）数仲仕、j畠】楚イ「企拠日金に係か同庫・公綽済貞虻lに／〕いて  

平成1（；イト改‥（後し′）引卜げう〉をJ訂吠Lた加l二仙てカ）り、隼金敷理部会にて柵計Lた  

往：う 「lq典津目地扶済ぴ）′長紙にノJいてハ、隼金敷舛r≠余にて推．†寸した 
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

図表3－3－5 総合費用率   

％  
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 15  16  17  18  19  20  21年度  

注 太線は実績（実績推計）、細線は再計算結果に平成16年改正後の国庫・公経済負担引上げを反映した加   
工値である。  

（独自給付費用率と基礎年金費用率）   

総合費用率を独自給付費用率と基礎年金費用率に分け、それぞれ将来見通しと比較  

してみると（図表3－3－6）、   

厚生年金は、総合費用率及び独自給付費用率は、平成15～17年度のいずれも将  

来見通しを上回っているが、平成18年度は下回っている。基礎年金費用率は平成  

15、16年度は将来見通しを下回り、平成17年度以降は上回っている。   

国共済＋地共済は、平成17年度以降、総合費用率、独自給付費用率及び基礎年  

金費用率のいずれも将来見通しを上回っている。これは標準報酬総額が将来見通  

しを下回ったことによる影響が大きい。国共済、地共済別にみると、国共済の平  

成17年度の基礎年金費用率を除いて総合費用率、独自給付費用率及び基礎年金費  

用率のいずれも実績が将来見通しを上回っている。   

私学共済は、平成17年度以降、総合費用率、独自給付費用率及び基礎年金費用  

率のいずれも実績が将来見通しを上回っている。  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

図表3－3－6 総合費用率、独自給付費用率、基礎年金費用率  

厚牛隼令   国共済＝也共済  

咽＝  年度  夫細  闇．肌汁 再婁ノ躊 l 

lニ1 tニー二憲 了 ギ締  付こ隻算 しユj二（、】、2   

ヤ祓  
15  17」与  Ⅰ8．1  17R   O」弓  1．ウ   15，】  

17．パ  ほ．6  1パ．2  0∴1  2．0   1ざう．8  

総合費用率  17・R  
】R・7  （0∴う）  （1▲5）   16・（′1 

（X／′wxlOO）  （）  （）  （0・2）  （1・1）  

17・H   胴  （∠へ0・5）   17・0  （iニニ冒）（△0▲1）  （）  （0・（う）  
（、ニー・5）   

12．h  l：i．1  1ご．（）  0．5  1．（）   11．H  

独自給付  12．リ  1：ミ．7  1：し：う  

費用率  
（ト1  こう．2   1二2．‘′l   

（Y／′wxlOO）  12．9  1：う．h  lこi．5  0」う  2．0   1ニ～．9  12．R  O．ユ  11  

12，H  lこミ．5  】：ミ、H  ∠ユ0」∃  △2．2   l：う．6  ＝．2  0．′1  ：弓．2   

1．7  1．7  トリ  ∠ゝ0．2  ／へ：ミ．h   ：i．2  

l．リ  1，り  5．（）  J二0．0  ∠ユ1．0   ニう．5  

基礎年金  
貴用率  …   …  （0・0） （0・1）   ニ＝  

（）  （） （0・1） 
（2・H）  

（Zノ′wxlOO）  

: 18 5■1   5▲1  （0▲2）  （1・4）   二＝  
（）  （）  （0・2）  

り・（））   

平成   兆Ilj  北川  」にrL」  兆＝   億「tJ  億Fリ  低l】j  

25．2  2（う．】  25－7  （）．7  三∠，わ   15，097  

2日，1  ：∠7」う  2tう．5  0．8  ：－．0   46，†）61  

総合費用 （X）  26・ノ1  27・H  （0・7） （2▲R）   17・968  
（）   （  仏′1日′1） 

（△1・0）  

27・0   2R・2  （0∴う）  （1■1）   
19.1199 （△77‥－）  

（）  （）  仏川）   

】H．ご1  19，5  1ト；6  0．tj  1．9   ：う5，160  

独自給付  川．9  20．1  日こぅ  0．H  ′1．2   ：うh，7（）6   

妻用  1t）．1  20．5  1t）H  O．7  ニiJう   ：う7，962  ：軋√478  △51（う  △1」う  

川∴1  20．5  2（）h  ∠ゝ0．ユ  ∠へ0．7   こう9，252  10，0什1  △75二三  Jユ1．り   

6．！）  6．（）  71  Jゝ0．2  △2．H   9，6：う7  

7．ご  J．ェ  7，コ  ‘へ0，0  △0．0   10，256  

基礎年金   
費用  7∴う  7∴う  （0・1）  （1∴i）   l（），｛）06   

（）  ）  （＝‖）  
（0∴う）  

（Z）  

7・7   7・7  （0∴1）  （6・0）   9，H67   
（）  ） 

（∠‥ゝ21）  仏0▲2）   

1ご′15．9  卜15．（）  1Jl】6  1」う  0．！）   299Jう2ノ1  

標準報酬  巨は．（）  11（〕．リ  ト1「i．5  1．1  1．0   2糾う，6リ（う   
総額  
（W）  1′川．7  l用．7  卜1tう9  1．H  l．2   2！）こう，27り  ：用0，′′127  △7，15〔）  △2∴1  

: IH 151，6  151．ト  ト川2  2．′1  1．tう   289，16（〕   ：用／1，110   Jゝ1■4，9∫′1‘i  ∠′二＼′】．リ   
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

同共済   地共済  
項F】  年度        実績     再計算  差      割合   実績     再計算  差      割合  

①      ②  〔D② ：（①②）／②   ①      ②  ①【】②   （00②）／②  
平成   ％  ％  ％  ％   ％，  ％，  ％  ％  

17．4   14．4  

17．1   15．4   

総合費用率  16・7  
（0・3） （1・7）   16・2  （X／WXlOO）  （）  （） （0・2） 

（1・3）  

17・6  （0・6）  （3・4）   16・8  
（）  （）  （0・6）  

（3・5）  

13．7   11．3  

13．2   12．1  

12．9  12．6  0バミ  2．4   13．0  12．9  0．1  0．7  

13．7  13．2  0．6  4．4   13．5  13．1  0．4  2．8   

3．7   3．1  

3．9   3．3  

基礎年金  
費用率  3・9  （0・0） （△0・6）   3・3  

（）  （） （0・1） （3・9）  

（Z／WXlOO）  

: 18 3・8  （0・0）  （0・2）   3・3  
（）  （）  

（0・2）  （6・6）   

平成   億円  億円  億円  ％   億円  億円  億円  ％  
12，334   32，763  

12，118   34，843  

総合費用 （X）  

（231） （2・0）   11，822 （；）   36，147 （…呂：冒含…）（△715） （△1・9）  

（242） （2・0）   12・376 （；）   36，743 ぷ：冒誌（△1，015） （△2・7）   

9，736   25，725  
独自給付  
費用  

9，331   27，374   

（Y）  9，094  8，853  241  2．7   28，868  29，625  △757  △2．6  

9，669  9，395  274  2．9   29，583  30，610   △1，027  △こi．4  

2，599   7，038   

2，787   7，469  
基礎年金  
費用  2・728  （△0・4）   7，278  （≡渇 （△10）  （） （42） （0■6）  

（Z）  

2仰  （△1・2）   7，160  
（宣謁 （△32）  （） 

（11） （0・2）   

71，088   228，236  

標準報酬 総額  70，717   225，979   
（W）  

70，654  70，460  194  0．3   222，616   229，967  △7，351  △3．2  

: 18 70，337  71，318  △980  △L4  218，829    232，792   △13，963  △6．0   
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乱丁典済  
川【l  隼捜      J夫縮     れ欄 ノf二      別「ナ  

りて  l    （し巨ユ）′こ2  
、†（I－k  

15   1】」ミ   

11．5  

総合費用率  1Ⅰ・H  

（X′／WXlOO）  （。  …・2）  （2▲1）  

12・0  （）  川・こi）  （2・5）  

ポ．0   

独自給付  
責用率  

軋0   

（Yノ／WxlOO）  8．コ  H，Ⅰ  （〉．1  l．2  

H．5  H」く  0．1  1，5  

二う，コ  

二う．5   

基礎年金  
費用率  二う・fう  （， （（ト1）  りり  

（Zノ／WxIDO）  

1＼   
‥ミ・6  （） （廿2）  …  

平成   †ノ掛】」  帖－∈  f封【」  

2，リ：16  

こう，0ニう：う   

総合費用 （×）  こう・125  

（）  し二≡7） （…）  

：i・226  

（ 
＝ミ7）  （1・2）  

2，（）りこう   

独自給付  
費用  

2，10】   

（Y）  2，1日l  ニ2，用1  1  0，0  

2，271  」2，2州  3  0，2  

H′12   

（）：ミ2  

基礎年金   
費用  Y1:i ）  日照）  （コ・～））  

（Z）  

955  
（） 

（ぃり  （＝－・7）   

26，07（う  

標準報酬 総額  2日，26：う   

（W）  26，用5  2（i，HO7  ∠㌔：う12  ∠11．2  

1＼   26，H27  ニ27，Ⅰ椚  Jへ、二iう′′l  ′△トニー  

汗1厚ノ巨年金〝〕′夫繍推計に／）いては、川語解調「厚′巨イト金〃）実績推計」〝）ユ‘r（を参与性ノ）こと  

注2 基礎年金費用の実績伯〃）算．¶に1削、る基礎隼金拠し什金は決凝ベースの値である 

㌢Lう1再「汁算げ）、ド成17年度刃、降の（）内ゾ）放伯は、基礎半金拠日金に係るい引率・公経済‡l州二一ついて、、畑皮相隼改1卜後（／りl山ヂ分を反映Lた  

仙り直であり、勺二金数理欄5ご汁二て推計した  

ナi二4 総合費川封、汗美質的な文H同庫・公経済須木畑ノ）ニとで、総合勘†巨手iノ）算Hに使川される）  

往5 独日給付費川とは「‘丈質「‡（」な友什．い、順二・公綿前川11弘腱隼金拠出金（国庫卜公経済員料分を除く）〝）二とで、  

独l∫摘合イ、J一費川率ソ）算廿に性川さオLる  

注6 底礎隼金費川とは「兢礎年金拠什．金（【トニl唾∴公綿一斉fiflり）を腔く）困）ことで、妓礎隼金費刊ヰ甘明日に使川される，  

往7「国共凍＝地几済悍）実績に／っいては、隼金数理都1にて推計した  

－123   



第3章◆平成噸   
（3）収支比率  

平成18年度の収支比率は、厚生年金（時価ベース）、国共済＋地共済、私学共済は   

実績（実績推計）が将来見通しを下回り、国民年金（時価ベース）は上回った（図表   

3－3】7、3－3－8）。国共済、地共済別にみると、いずれも将来見通しを下回っている。   

厚生年金は平成15年度以降、国共済＋地共済及び私学共済は平成17年度以降、いず   

れも実績（実績推計）が将来見通しを下回っている。国民年金は、平成15～17年度   

は実績が将来見通しを下回っているものの、平成18年度は上回っている。  

将来見通しとの差を平成18年度についてみると、厚生年金が6．8ポイント、国共   

済＋地共済が10．1ポイント、私学共済が9．2ポイント、それぞれ実績（実績推計）   

が将来見通しを下回り、国民年金は6．9ポイント上回っている。  

厚生年金、国共済＋地共済及び私学共済の収支比率が将来見通しを下回ったのは、   

分子の「実質的な支出一国庫・公経済負担」は各制度により将来見通しを上回ったり、   

下回ったりしているが、分母の保険料収入額と運用収入額の合計が、分子の変動割合   

より大きく将来見通しを上回ったことによる（図表3－3－9）。特に各制度とも平成18   

年度の運用収入が将来見通しを大きく上回っている。国民年金が将来見通しを上回っ   

たのは、分子の「実質的な支出一国庫・公経済負担」は将来見通しを下回っているも   

のの、分母の保険料収入額と運用収入額の合計がより大きく下回ったことによる。特   

に国民年金では分母のうち運用収入は将来見通しを上回っているものの、保険料収入   

が大きく下回っていることによる。  

図表3－3－7 収支比率  

摩′1二年金  国井済十地共済  同火済  地班折  私ヤ葉瀦  国民年金  

美絹  11】二計算   美緒  再計筒   美綺  再計算   美綿  再封算   実績  再計簡   
年度                     美綺  突撃推 計  再計算  
平成   ■沌   【％  l施    ％，  ％   ％  ％   ％  ％   （冥，  （冥，   ％  【沌   
15  117．2  91．5  98．0  89．3  86．2  97．6  

［98．3］「97．11 1113  ［7軋0］  拍1．31  ［70．2］  ［82．8］  「H5．7］ 1n4，2   

16  123，8  94，7  98．3  93．5  86．8  10こi．l  

［】12，7］「】12．3］ 1159  ［H6．31  †96．9］  ［H3，1］  ［78．6］  ［95．6］ 10乱0   

17  】2（〕，8  R5．0  99．7（99．4）   9：i．O 100．0（99．7）   82，7  99．6（99∴j）   74．0  91．9（9l．6）   109．0  

L90．4］［R8．5］1143（113！））    L62．0］  L79．1］  ［57．9」  ［65．5］  ［R7．61106．4（105∴i）   

1日  114．8  83．4  93．9（93．5）   95．6  9R．1（97．6）   弧0  92，6（92．2）   76．】 85．8（85．3）   114．6  

「107．0」LlO4．1］11L5（110．H）    「H6．こi」  ［96．4］  ［H：う．41  L73．21  LlO9．8」川5．2（10ニう，0）   

19   108．9（107．9）  92．1（9】．5）  97．H（97．0）  軋4（89．9）  R2．9（82．1）  104．7（101．3）   

20   106．1（105．1）  90．1（H9．8）  97．6（96．8）  HH∴う（H7．8）  軋5（79，7）  104．4（100．9）   

21   100．7（100．6）  榊．H（88．8）  （摘，6（96．5）  鮒．6（86．5）  75．0（75，0）  85∴う（85．0）   

r l内は、時価ペースである。  
各共済の時価ベースは、畔価ベースの運上l川又人（参考植）を舶こ算H＝ノたもび〕である（  
厚′†ヰ金のノ実績推計については、川語解説「悍′巨年金の英紙推計」げ）埴を参照〝）こと（ を参照のこと（  

1
2
3
4
5
 
 

江
住
往
注
往
 
 

価・公粍折負押に／〕いて  、裾史16年改l」後〝叫＝f分を反映Lた加l仰ぐあり、隼命数理湘会にて推計Lたり  昨計貰の、1／戌17隼度以降♂）（ ）1人げ）数値は、農礎隼金拠州凍に係るl司  
「l司姑済十地共済lの実績に／っいては、隼金数理部会にて推計Lた（，   
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

図表3－：ぅー8 収支比率   

15  1h  17  1H  lt）  20  21  

隼度  

洋二／太線は実績（実績推計）、細線は甘計算結果に平成16年改正後の国庫・公経済嚢担引上げをノ叉映したノ川【二伯   

であるrJ  
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第3章◆平成16年財政再計算結果との比較  

図表3－3－9 収支比率  

悍／1二年金   国共済＋地共済   国共済  

項L」  年度  

n戒   ％，  ％  （瑳，  ％〉  ％   （沌  ％，  ％，  ％   （瑳，   （舛）  一宮，  実績…尖幣ト…再基簡l品毒（。敬②  実績；再計算   差 ： 割合  実績：再計算  ノ圭   割合     q）   ②  （壬）② ≒（①②）／②  〔i〕  ②  ①fカ ≡（〔主〕壇〕）／②   
15  117．2   91．5   98．0  

［98．3］［97．1］ 11l．3［△14．2］［△12．8］  ［78．0］   し91」う］  

16  123．8   94．7   98．3  

［112．7］［112．3］ 115．9 ［△3．5］l△3．1］  ［86．3］   ［96．9］  

収支比率  
（×／WXlOO）  114」う   

85・0  99．7（△14・4）（△14・5）  93・0 100．0（△6・7）（△6・8）  

［90．4］［88．5］（11：う・9）［（△25．4）」［（△22．3）］  L62．0］（99・4）L（△：i7．5）］［（△：37．7）］  ［79．1」（99・7）［（△20．6）］［（△20．6）］  

18  l14・R  lll．5   83・4  9：う．9（△10・1）（△10・8）  95■6  98．1（△1・9）（△2・0）  

LlO7．0］［1肱1」（110・8）［（△6．8）］［（△6．1）］  ［86」i］（9：う・5）［（∧7．2）」［（△7．7）］  し96．4］（ミ）7・6）［（△1．2）］「（△1．2）］   
平成   兆円  兆lリ  兆円  兆「l］   （払  侶■P】  億円  倍円  ％  億円  億円  億ll】  γ－  

25．2   26．4   25．7    0．7  2．8  45，097   12，：弓3／l  

26．1   27Ji  26．5    0．8  3．0  46，961   12，11日  

総合費用 （×）                                                                                  26・4 27■8（宣言二王）（0・7）（2・8）  47，968（ユ≡温（△184）（△1・0）  11・822（三三：冒喜ミ）（231）（2・0）  

27・0 28・2（≡冒：去）（0・3）（1・1）  49・119（≡呂ぷ…）（△773）（△1・6）  12，‥う76（i宣；i3≡）（242）（2▲0）   

兆「り  兆円  兆l－† 兆H  ％  思円   ノ弓封り   思P  n  ′J、      ノlま      思  

19．2   20．2   19．7    0．5  2．6  39，907   10，231  

保険料                                                                     19．5   20．2   20．0    0．2  0．9  39，954   10，218   
収入  
（Y）    20．1  21．0   20．8   0．2  1．1  40，389 4l，こi46  △957  △2」う  10・290 10，219  ノ11   0・4  

21．0   21．9   21．6   0」う  1」う  40，644  42，761 △2，117   ＜5．0  10，3：う：ilO，464  △132  ∧1．3   

兆‖  兆円  兆円  兆l」  舛）  億円  信一」 ‡封］  ∩  息      ′U、                 0  

i 15 2．：与   9，：う57   2，：i5S  

［6．4］ ［7．0］ ：う．4  ［3．6］［105．7］  ［20，277］   ［3，282］  

i 16 1．6   9，643   2，109  

運用  ［3．7］ ［1．1」  2．8  ［1．3］ ［′‖4」  ［14，491］   し2，291］  

収入                                                                                              17   

l・8  ・弓0   
16・026  738：j （8，642）（117・0）  2・42：う 1，ニi72（1，050）（76・5）   

（Z）  

L9．2］［10．4］（こう・0）［（7．4）］［（249．8）］  【37，010］（7，384）［二（29，626）］［（401．2）］  ［川7］（1，373）［（3，271）］L（2こミ8．5）］  
i 18 2・6  3．5   18，25210，616（7・6こう0）（7l・8）  2・607 l，970 （6こ瑚 （ニう2・2）  

［4．3」［5．2］（：う・6）［（1．6）］［（46．1）］  ［16，272］（10・621）L（5，651）］［（53．2）」  ［2，503］（1・972）［（5：川］［（26．9）」   

兆円  兆‖  兆円  兆円  ％  億円  倍l」  ノ圧「J  （）  ′巳                             0  

15  21，5   49，265   12，588  

［25．7］［27．2］ 2：う．1 ［1．1］ ［17．8］  ［60，184］   ［13，51：う］  

16  21．1   49，597   12，：弓28  

保険料収入  ［2こ∋．り ［24」5」 22．9  ［1．4］ ［6．3］  ［5牛朋5］   ［12，509］  

と運用収入  
の和                                                                                                   17  21・9  2：う．7   56，416 4R，7こう0（7即5）（15・8）  12，71311，621（1・091）（9・4）   

（W）＝Y＋Z  ［29．2］［：汁′l」（23・7）［（7．7）］［（二う2JⅢ  ［77，399］（48，7こ瑚［（28，669）］L（5…）］  ［14，9：用（11，621）L（：ミJi15）］［（2日．5）］  

18  23・6  25．2   58・896 5こう，377（5・514）（10・こi）  12，9：i912，∫135 （503）（■1■0）  

［25．3］［27．1」（25・2） L（1．9）］［（7．7）］  ［恥917］（53・382）［（3，5：弓4）］「（6．6）］  ［12，8減（骨相）［（′100）］ L（3．2）］   

一宮，   （沌  （〆）   （ガ，   （瑳）   lパ）  －‰  （舛，  ％   ％  冥，  宮一  光〉  

15  10．6   19．0   18．7  

［25．0］［25．7］ 14．7 ［11．0］ ［74．5］  【こi3．7］   ［2′1Ji」  

i 16 7．7   19．4   17．1  

運用収入の  
保険料収入と  ［16．0］ L16．9］ 12．4 ［4．51 ［：i5．9］  ［26．6］   ［18」1］  

運用収入の車                                                                                  17   

8・4  iZ.F, 28・4 15．2 （1こう誹 （87・5）  19■111．8 （7・2）（61・4）   
に対する割合  
（Z／WXlOO）  ［31．4］［3：川（12・云）［（20．6）］［（164．5）］  ［47．8］（15・2）［（：う2．7）」［（215．6）］  ［こう1．1］（1日）［（19」う）」「（163．明  

18  10・9  14．l   こう1■0  川．9 （11・1） （55▲H）  20・1 15．8 （1こう）（27・l）  

［16．9］［19．2］（‖・1）［（5．1）］［（35．9）］  し28．6］（19・9）［（8．7）］「（4：i．7）］  ［19．5」（15・9）［（ニ用）］［（23．0）］   
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地丑済   私乍典済   国民隼金  

」則l  隼度          ‘王統  両汗岩．  ′モ    川合  尖績  再計簡   ′，：   割合  美紙  再計算   ノた    調合    ／ 
11  ′ソ   いニごノ：（、l享）′昔  こ′ユ   二と こり笠：（：1＝ま）ノこ蛮  〔！： 老   （盲〕〔已：（こトこ幻／′こ2〕   

卜㍉k  ′り  （ （ ー】  一抹  一宮， 71，  

15  8（1．2  ～J7．6  

r70．2】   LH2，別   LH5．7」 10′′i．2［∠へ1日．5］し′＼17．81  

（）二i．5   H6．8   10：う．1  

LH：う．1」   【7日．（う1   収支比率  L・ 

（X／WxlOO）  

【57．t）」（〔）t＝）（△′‖．5）】し測．7）】  65．5】（別・（う）［仏2h．0）1「（△2Rノl）］  rH7．61（105」ミ）［（∧17．7）］上へ16劇」  

lR   

〔m誹 （リ2・2）【仏侶））1rし△〔）．6）】  「7：ミ，2】（帆こう）L仏】2．川直＼廿り」  10（招」（10：川）日射）］「（6．7）1  

何歳   億llj   イ憲一r］  イ．罠r7］  ‖i）  イ．酎Tl  倍r丁】  慣lリ  （シ。   兆llJ  兆r1  兆円  （シー，  

：う2，7（うこう   2，（）：沌   2．Ⅰ  2．2   △0．1   へl．R   

こり，R′1：う   ：i，0：ミニi   2，王  2」う   ＜0．2   ．／＼H．t〕  

総合費用  
佑l・”  こう，125（i；：ム；；≡）（27）（0・9）  2∴－ （×）                       ＝ミ61卜17（三三E：ごこ‥～）（∧71う）  

（） 
（△0・り（▲む＝）  

恥7眉 ぷ㍊）し∠11・01う）仏2・7）  ニー・2コh（‡；：￥3呂）（‥ミ7）（1・2）  2∴l （箋二誓）伽1）（∠㍍パ）  

位r【j   億「lj  t掛】J   り／  億「り   佑l【」  伯Il」  （シ∩  兆ト1j   兆「り   兆【リ   （シり   

2リ、677   2，7こ；h   ご．（）  1．9  （〕．1  5．0  

保険料                        2リ，7：う5   コ，75日   1，！）  2．0   ∧0．0    ∧1．（i   
収入  
（Y）    ：う0，0リリ ：う川耶  ∠′二ゝ～）〔）H  ′ヘニう．コ  2，865  2，H7：う   △7   一′へ（）」う  1．リ  2．1  △0．1   △5．R  

：与0，：う12 ：；2，2耶 △1，リH5  ／＼6，1  2，992  こり）（）0   ′へ8   ∠ユ0」i  1．リ  2．2   △0」う   ′＼、15．′1   

億Fリ   低lリ   値lIj  （1t，  位llj  億「り  億「り  りf）  兆IJj   兆lり   兆rlJ  一宮）  

7，（）00   670   0．2  

1日，9〔）5   「柵畑   （ト1と   0．2  ［0．2］「110．0］  

7，5ニう1   7：うパ   0．1  

運用  12，コ0（）   「1，10：う1   ・：うj  O・2 ［0・1う ［5ニ＝1   

収入 （Z）    】帥（）l h，（）lI（7謹嘲：126∴り  1Ji5り   510 （別封 （圧浦・5）  0・】   0．2  

L：う2Jう6：ミ （り）12）（2（i，：う52）］（lこ軋：川  ［1，（）0封 （510）E（し鮎川（27ニj．1）】   ［（0．5）］「（24こう．2）］  

15，…  H，（う′拍（6・供椙）（RO・り）  】，250   7‘′10 （510）（6…）  0 
Ll：う，裾J」（8・…）怖120）〕（59．2）1  r1川61（7伸）（67h）】（‡）1封」  Lo」う」（0・2）「（0．1）1r（2Ⅲ）」   

億一丁J  t酎■j  佑一日  り1，  値「TJ  低一丁J  億円  ′。，  兆H   兆lI］  兆円  冥，  

：う（う，ぐi7（う   二i，∫′10（う   2．1  
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ニう7，2（う（）   ニミ，■1師   2．0  
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運用収入の  
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ロロ  

（Z／WXlOO）  「51．H」（16・2）し（こミ5．6）】‥封乱打  ［こ軋り］（15・1）［（2′1刺 L（1軋7）  【21．封 （R」う）［（16．5）］［（1服5）】  

lト   ：廿0  21，1（12▲（り （（う1・2）  29・5 Ⅰ9．R （〔）・7）（4日■（））  9・′1  9」i  

川．2 （封・1）［（10．1）1 ＝7．9）1  【：う2．11（1…）し（1ご誹」「（b2．こ川  1：ミ．】1（9J弓） L（こi．8）」［（41．0）1   

往l厚′巨隼金の′夫績推計については、用語解説「厚牛牛令〃〕実績推計川〕墳を参照のこと  

往2「］ト畑土、時価べ－一スである′言お、巾ノ危15、l叫せ（川ソ′トイト金・「上Ilが「二企ノ）′英紙の【！叫【勘土、】‖隼金福神事牒卜掴、らの′郎佐賀ノ窒に係各損益を  
含めて、年金凝拉．金管理運川独、」／二子j政法人（1㍗＝妾以誹廿引I隼企賢金運川底金）における市場運川分ゾ）運川実績を時価ベー¶スで評価したも  
ノ）である／芦、継賀／舶二係五捌益分肌叫′H半金宮村＝隼1テヘCノ）接分は、厚′llト金小北上イト企〃）梢、▲／二令〝）7L本平均残l高の比ヰ㍉二上り按分することに  
より子J‘／jこいる 

ナiニニう 各期斉〔／州寺仙べ〉一ス〃）運川収人は、隼度末械、一／∵モの．「帖I用描締）上剛■友分1年をノ」U滅Lて算甘んた参考仲て観る  

i′i二4 内一計臥ル中心7叫夏以降〔川 州しり数仙は、娃雌牛企拠日金に係ろい二＝蔚・公経済負州二／〕いて、、n戒16隼故山後C叫1二げ分を反映したノ川一  

帖であり、隼金敷‡†侶肛余にご推．汁した、  
ナi二5 r【上れ販済＋地共ゼ行〃実線に／ついてけ、隼金数理Ⅲ会にて推計Lた  
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